
日 時：2024 年 7 月 6 日（土）16：00 ～ 18：30
会 場：法政大学市ケ谷キャンパス外濠校舎 4 階 S406 教室

講演１．こうのとりのゆりかごに預けられた赤ちゃんを 17 年間育てた助産師
元慈恵病院看護部長　 田尻　由貴子

講演２．こうのとりのゆりかごから始まった第二の人生
こうのとりのゆりかご当事者（大学３年）　 宮津　航一

趣旨説明およびシンポジウムを終えて

「こうのとりのゆりかご」に預けられた子どもは、そこから新しい人生を生きていきます。
育ち、学び、家族や友人や教師たちに囲まれて、たくさんの時間を過ごします。そして、
自らもまた社会を成すひとりとなっていきます。その中で、何を感じ、何を考え、何を願っ
てきたのでしょうか。「こうのとりのゆりかご」立ち上げの当事者と、預けられた当事者
との語りから、「社会のみんなで子どもを育てること」とはどういうことかを考え、すべ
ての人がこの営為の当事者となるための道筋を探りました。
当日は、ご講演に対して二人のコメンテーターが立ちました。吉田直子氏（法政大学兼
任講師）と遠藤野ゆり氏（キャリアデザイン学部教授／法政大学教職課程委員会幹事）
です。吉田氏のコメントは、教育と福祉を繋ぐカギは人権にあること（人権＝大切にす
ること＝愛）、遠藤氏のコメントは、ケア（愛）の無限とも言える需要に供給が追いつ
くことはないという宿命を私たちが引き受けねばならない（だから田尻氏の言う「祈り」
が人間には必要になる）こと、を示していると私は考えました（なお吉田氏のコメント
は論文化され本誌に掲載されていますので、そちらも併せてお読みください）。
当日はまた、コメントのあとにフロアからの質疑もなされました。教職課程履修生から
の質問も複数あり、活発な応答・議論となりました。以下の収録内容が示唆するように、
教職課程における人権や福祉に関する体系的な学びの担保という課題も浮かび上がって
くる会になったと思います。
 （法政大学キャリアデザイン学部 教授 筒井 美紀、企画調整・当日司会担当）

講演１．こうのとりのゆりかごに預けられた
赤ちゃんを 17年間育てた助産師／田尻由貴子

田尻　皆さん、こんにちは。ただいま紹介いただきま
した田尻と言います。ゆりかごのシンポジウムを開い
てくださいました法政大学に、このような機会を与え

ていただいたことに感謝いたします。
　こうのとりのゆりかごを開設して 17 年になります。
2007 年 5 月 10 日に熊本の慈恵病院の蓮田太二前理事
長とともに、このゆりかごを開設した者でございます。
今思えば、本当にあのときはさまざまな逆風の中、よ
く乗り切ったなという思いでいます。そして 17 年たっ
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命と愛に生きる
～こうのとりのゆりかごから始まったいのち～

当事者の語りから考える“みんなで子どもを育てる社会”



て、今日この後、登壇してくれる宮津航一君が、「僕
はゆりかごから始まった命」ということで告白してく
れました。そのことが開設当初の荒波のいろいろなこ
とを払拭して、今報われた気持ちでいます。
　少しだけ私の自己紹介をさせていただきます。私は
1950 年に熊本県の嘉島町で産声を上げまして、小学 4

年生のときに父が失明したことで、父の目を治してあ
げたいとピュアな気持ちで看護の道を目指します。父
親が失明したということは、どん底の貧乏生活が始ま
るわけですね。それで中学校の先生が、学費もいらな
い、寮がある、高校の通信教育がある、聖母慈恵病院
の准看護学校を紹介してくださって、そこで初めて看
護師の道があることを教えていただいて進学します。
　そして聖母慈恵病院の修道会のシスター ( 修道女 )

が、愛ということをしっかり私の心に、ともしびを与
えてくださったのがスタートです。

◆ 45年間現役のキャリア
　2000 年に慈恵病院に再就職するまでのプロフィー
ルは、資料でご覧ください。最初は慈恵病院で助産師
として働き、結婚、妊娠、出産、育児のときは菊水町
の保健師として 14 年現場で働き、その後、菊水町立
病院の総婦長として地域の担い手となる看護を実践し
てきました。
　そのとき 1998 年に蓮田先生から突然、電話で看護
部長として慈恵病院に「どうしても君が必要だ」と懇
願され、2000 年 9 月に慈恵病院に再就職するわけです。
蓮田先生が何をおっしゃっているのかを確認するため
に、病院全体をラウンドしました。退院前日にちょっ
としたプレゼントを持って行く役割をしました。その
とき、「おめでとうございます」と言ったら、そのお
母さんがワーッと涙されました。産後うつです。先生
はこれをおっしゃっていたということで、システムを
変えました。
　生ませるだけが助産師の役割じゃない。女性の一生
に関わるのが助産師の仕事でしょう。安産教室をエン
ゼルクラスに名称を変え、助産師を受け持ち制にして、
うつの尺度が高い人は病院の助産師が訪問する。産後
うつゼロ、病院からの訪問看護は、今も慈恵病院で継
続しています。
　もう一つ、私が気づいたのがあります。産婦人科外
来に、学生服を着たお嬢さんがちょこんと座っている。
理由は性感染症でした。やはり性教育が足りていない
と感じ、現役時代から私は予期せぬ妊娠をするお嬢さ
んが悪いんじゃない。それを伝えていない私たちが悪
いということで性教育に取り組み、今も実践していま
す。
　2013 年、TBS でドラマを作っていただきました。

そこから、またゆりかごが全国に周知されます。
　私の役を薬師丸ひろ子さんがしてくださって、この
ときの共演役者さんが今では超有名な朝ドラの主人公
や、NHK の大河ドラマに出ています。これも私はご
褒美をいただいたような気持ちでいます。
　人の一生に関わる仕事をしてきたことで、今の私が
あるのではないかと感じています。オギャーと生まれ
て、助産師としてすぐに産声を聞くことができる仕事。
このときに私が一番感じたのは、愛着の絆を結べるお
母さんを育てたいという思いです。その思いを強くし
ました。そして幼少期の子育て。健やかな育ちが大事
だなと強く感じます。
　何といっても思春期に命の教育をしっかり伝えるこ
とが、これからどういう大人になるか、命を大切にす
る人が増えるのではないか。そうすることで、社会人
としてどう生きていくかを学ぶと思います。
　最後に、安らかな死ですね。生物学的に私たちは全
て命がなくなるけれども、そのときに、ああ、よかっ
たという人生を送れたらいいなと思っています。
　私はこの 45 年間現役と思って活動しています。対
象者に関わる中で、私が心の中に一番持ち続けている
のが「人間愛」です。そこに心を込めて、全ての人に
関わるのが私の看護職としての生き方です。

◆視察でドイツへ、そしてゆりかごの開設へ
　なぜ蓮田先生とゆりかごを開設したかといいます
と、人工妊娠中絶をしないカトリックの病院ですので、
その延長線上に生命尊重センターという胎児から命を
守る団体があって、その誘いを受けて 2004 年にドイ
ツに視察に行きました。保育園、公立病院、カトリッ
ク系病院、そしてプロテスタント系病院の 4 カ所で、
10 日間かけて視察しました。
　ドイツでは 2000 年 4 月に第 1 号ができています。
それは保育園です。ゴミ箱に赤ちゃんが捨てられて凍
死してしまったのをきっかけに、お母さんたちが立ち
上がって園長先生に交渉して、園の一角に暖かいベッ
ドを置いて始まったのがシュテルニパルクという保育
園。そこでに初めて設置されました。そこで、いろい
ろなことを勉強してきました。
　このドイツの母子を守る取り組みの 1 番目は妊娠
かっとう相談所で、それがいろいろなところにできて
いました。ベビークラッペ ( 通称赤ちゃんポスト ) が
2004 年には 70 カ所ありましたが、それよりもっと多
い相談所があって、そこで相談することでいろいろな
社会的支援につなげる。どうしても生むことができな
い、中絶を余儀なくされる人は相談所で証明書をも
らって、中絶手術を受けることができる。そこにたど
り着けない人は、ベビークラッペに預けることができ
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る。
　匿名出産というのもしていました。妊娠かっとう相
談所で相談する中で、どうしても匿名という希望が多
かった。この相談所内で内密に相談を受けて、施設で
安全に出産するシステムです。そこで生まれた後 8 週
間、母子寮みたいなところで育てることができる。ド
イツでは自分が育てるか、養子縁組に出すかの２択の
みです。重度障害児のみが施設で育てられます。
　ドイツで私がびっくりしたのは、ベビークラッペに
預けられた赤ちゃんと匿名出産した赤ちゃんが施設で
育っていないのです。全て家庭で育っている。これに
私は感動しました。私は佛教大学社会福祉学科を卒業
して児童養護施設で実習していますので、この意味が
しっかり分かります。やはり 0 歳の幼少期は、家庭で
愛情いっぱい愛着の絆を結んでほしい思いがありまし
た。
　そして、匿名出産だと何が問題になりますか。出自
を知る権利を奪うということで、ドイツでは 2014 年
に内密出産制度が法整備 (2014 年 ) されています。相
談所内で身元を明かして、内密に出産することができ
る仕組みです。まだこれは検証中です。
　内密出産制度が運用されて 10 年になりますが、ド
イツのシステムは 16 歳になったときに初めて自分の
ルーツを知る権利 ( 出自を知る権利 ) が発生するとい
うことで、これもドイツではいろいろな疑問が飛び
かっています。本当にそれでいいのか？私も出自を知
る権利は、幼少期にきちんと知らせたほうがいいと感
じています。
　ドイツでは、なぜこのように命に対する思いが強い
のだろうと思いました。ドイツ基本法では「人間の尊
厳は不可侵である。これを尊重し、かつ、保護するこ
とはすべての国家権力の義務である」。こういうこと
は日本にもあります。しかし、この法律は胎児にも及
ぶとされている。胎児にも権利がきちんと謳われてい
る。ここが日本とドイツの違いかなと思って帰りまし
た。
　子どもに対する考え方、ドイツの場合は社会のもの、
国の宝として育てられているなと感じました。日本は
どうしても親権が強く、親の手によって虐待死する子
どもたちが後を絶たないということを感じて帰りまし
た。ドイツに視察に行った帰りの飛行機の中で蓮田先
生が私に問いかけます。「田尻君、日本で赤ちゃんが
遺棄されているのを聞いたことがあるかい？」。その
ころはあまり聞いてなかったものですから、帰ってい
ろいろ調べたら、『クローズアップ現代』によると 1

週間に 1 人の赤ちゃんが遺棄されている。これはもう
驚愕でした。
　そして 2004 年に視察に行って、2005 年から 2006

年にかけて、なんと熊本で立て続けに 3 件、生まれた
ばかりの赤ちゃんが遺棄されました。一番私がショッ
クなのは、10 代の女の子が人知れず赤ちゃんを産ん
で畑に埋めてしまった。一つは専門学校生がトイレに
生み捨ててしまった。悲しい気持ちでいっぱいでし
た。1 人だけ、パーキングエリアのトイレに置かれた
赤ちゃんが助かった。2 人の赤ちゃんが亡くなり、3

人のお母さんは遺棄罪に。これも私は疑問でした。な
ぜ女性だけ罪に問われるの？一人では妊娠しないよね
ということが疑問でした。
　これを看護部長として蓮田先生に報告したら、今で
も忘れません。「田尻君、ドイツのベビークラッペを
作ろう」と。その思いがよく分かるので、経営会議に
かけ、職員にいろいろな周知をしました。
　私と蓮田先生の脳裏に浮かんだのが、これですね。

「愛の反対は憎しみではなく、無関心である」。捨てら
れる赤ちゃん。医師として、助産師として、救いたい
ですよね。
　それで、こうのとりのゆりかご、正式名称は新生児
相談室です。ゆりかごを申請するまでにたくさんの課
題が山積みでした。法律に抵触しないか、病院を用途
変更するのに 1 年ぐらいかかりました。ゆりかごの許
可ではなく、新生児相談室を設置し、相談できない人
が匿名でも預ける場所を作ったことを一応容認してい
ただいたことになります。

◆ゆりかごの仕組みと預け入れの現状
　預けられると、警察に連絡しなければいけない。警
察はすぐおいでになります。この赤ちゃんが虐待を受
けていないか、いろいろな問題はないか。問題がなけ
れば警察は遺棄罪には問いません。これでゆりかごに
苦悩して預けに来た人は、女性を罪に問わない。赤ちゃ
んの命がつながる。
　そして預けられた赤ちゃんは、慈恵病院がずっと育
てるわけではありません。匿名でも預かるのですが、
匿名がほとんど排除されています。病院のシステムは
赤ちゃんが預けられるとランプが付きブザーが鳴り職
員に知らされます。ゆりかごにスタッフ 2 人が駆け付
けます。1 人は外を見る。もちろん一番大事なのは赤
ちゃんの命の保護。そして外を見ると、そこに立ちす
くんでいたり、ゆりかごの中に手紙が残っていたり、
匿名が職員の努力により排除されるケースが多いで
す。
　匿名が排除された赤ちゃんは連れてきた人の都道府
県居住地の児童相談所へ移管されます。児童相談所が
赤ちゃん引き取りの支援をします。けれど赤ちゃんを
引き取られないケースが多いので、引き取られなかっ
た赤ちゃんは乳児院、児童養護施設、里親、養子縁組、
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特別養子縁組で育てられます。
　どこから預けにきたか分からない赤ちゃんは、社会
的養護として、乳児院、児童養護施設、里親、養子縁組、
特別養子縁組にて育てられます。この 17 年間、ゆり
かごに命を預けられた赤ちゃんは 179 名です。これを
どう判断するかは皆さんの考えにお任せしますけれど
も、ゆりかごに預けた理由としては貧困。そして未婚
や予期せぬ妊娠。さまざまな理由で命が託されていま
す。
　私は、ここによく連れてきてくださった、ウエルカ
ムです。危険な所に捨てられるより、命をつないでく
れた人に感謝です。赤ちゃんを預けに来た人は、熊本
県以外の九州が一番多く、関東、中国、関西。全国か
ら預けに来られます。92％はどこから預けにきたのか
が判明しています。熊本県内からの預け入れは 14 名
です。自宅出産が一番多いのですが、医療機関で出産
をした人が、なぜゆりかごに赤ちゃんを預けに来てい
るのか。その母親の精神状態を助産師は気づかなかっ
たのか、私は腹立たしく思います。精神ケアをしてい
ない、お母さんの心理状態を理解できていないという
ことです。
　中部地方から赤ちゃんを預けにきた人が看護学生と
いう事が判明し、その看護学校を訪ねて行きました。
学校の寮内で一人孤独に出産をしていた事を先生へ報
告したところ、大変ショックを受けられていました。
さらに 10 年後、看護学生だった彼女がどんな思いで
熊本へ赤ちゃんを預けに来たのか。そして私と接触し
たことで、気持ちの変化と赤ちゃんを引き取るまでの
長い期間のお話などテレビ取材を通して伺った事あり
ました。
　今年、新しい彼ができて結婚して第 2 子が生まれま
した。いかに寄り添い続けることで、その子の人生が
変わる。私が心配なのは、県外に行ったお子さまたち
が児童相談所のケアを継続的に受けられているのかど
うか。私は知ることができません。
　一つ悲しい事件がありました。ゆりかごに預けて地
元に帰されたお子さまが、母子家庭でした。お母さん
もせっかくゆりかごでつながった赤ちゃんも母子心中
してしまいました。これは、児童相談所の関わりの希
薄さだと私は思います。ですから、児童相談所の役割
は大きいと感じます。
　それと、ゆりかごに預けに来る人たちは貧困世帯だ
けではなくて、公務員、医療関係者、教職員、宗教家
だったりします。

（対応事例の動画上映） 

　いかがだったでしょうか。彼女は放っていたら絶対
引き取っていませんから、子どもの誕生日には必ず会
いに行っていました。保健師の経験がある私は家庭訪

問をして生活状況を確認しました。最初に行ったとき、
鍋とか煮炊きするものがなかった。この人、料理して
いないなと思い、相談員と連携を取りながらずっと見
守り続けまして、彼女が引き取ったのは小学 1 年に上
がるときです。このきっかけを逃したら彼女は引き取
らない、先に進まないと思っていました。小学 1 年生
で引き取りましたが、それでも子どもの誕生日には彼
女の家を訪問していました。
　今年の春、「田尻さん、結婚して、赤ちゃんが生ま
れました」と嬉しい知らせがありましたが、子どもだっ
た彼は中学 1 年生になっています。赤ちゃんのことを
どう感じているかと問いかけました。「かわいい。弟
ができてよかった」。それで私は安心して、この家族
は大丈夫だと確認できました。
　ほんの一例しか今日はご紹介できませんが、預けら
れた子どもたちが今どこでどのように育てられている
か？身元判明が 135 名、引き取られた赤ちゃんはわず
か 32 名です。厳しい環境の中で、ゆりかごにたどり
着いていることが証明できます。特別養子縁組が 63

人。これが何よりも私はうれしい、ドイツみたいになっ
たなと。そして里親さんですね。施設で今こういうマッ
チングなどをしています。
　熊本県に残った赤ちゃんは 35 名中 24 名が特別養子
縁組で、愛情ある家庭で育っています。嬉しいです。
里親さんが 5 名、まだ施設にいる子が 6 名です。

◆相談で救われる命：ソーシャルワークの必要性
　ゆりかご運営に携わった 8 年間でつないだ命は 112

人です。相談で救われた命が多いということを今から
お伝えします。相談が最初は 500 件。1000 件。年を
重ねるごとに急に 4000 件、5000 件、7000 件。薬師
丸ひろ子さん主演のドラマの影響で全国に広がって、
あそこに相談に行ったらいいんだと、相談の電話が増
えていきました。
　2015 年、私は慈恵病院を退職します。それで先ほ
ど言いましたように、この相談窓口をつくることが
大事だということで、全国妊娠 SOS ネットワークを
2015 年に立ち上げました。全国に相談窓口が広がっ
たことで、慈恵病院の相談が少しずつ落ち着いてきま
した。
　私が今年一番うれしかったのは、熊本市がやっと動
き出しました。内密相談に力を入れ、熊本市の相談が
慈恵病院の相談を超えました。去年、熊本市が 2585 件、
慈恵病院が 1643 件。蓮田太二先生も「ゆりかごはシ
ンボルでいい。ここに相談に来てもらったら、助かる
命があるんだという思いで来てほしい」と。まさしく
そのようになりました。
　私が 8 年間で関わった相談の分析で、虐待防止学会
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で発表したものです。相談者は学生さんが多いですね。
次に無職の方が多いです。相談に来た理由としては、
未婚の妊娠、若年妊娠、不倫、望まない妊娠です。予
期せぬ妊娠をしないようにする教育が足りていないこ
とと、予期せぬ妊娠をした人を責める文化が日本社会
にあることが推察できます。
　相談に来た人に一生懸命ソーシャルワークをしま
す。ソーシャルワークをすることで、ドイツみたいに
自分で育てる 236 人、特別養子縁組 235 人、一時乳
児院で預かってもらって整ったら引き取るという人が
38 人、8 年間で 599 人の命をつなぐことができたこと
は、本当によかったなと思っています。
　母子の幸せのために、妊娠中から相談を受けること
がいかに重要であるかということがお分かりいただけ
ましたでしょうか。そうすることで、自分で育てるこ
ともできます。育てられないなら子どもに恵まれない
家庭に命をバトンする、特別養子縁組という素晴らし
い制度があります。家庭で育つことが私はとても重要
だと思っています。
　そして私がソーシャルワークするときに一番大事に
していることは、匿名の相談ですので、「あなた、誰
ですか？」なんて聞きません。まず傾聴。そして共感し、
親身になり、寄り添うことで、いろいろなことを話し
てくれます。何よりも責めないことが大事だと思って
います。
　小学生、中学生、高校生の相談をたくさん受けてき
ました。あるケースですが、取材を受けてくださった
お母さん、中学 3 年生のお嬢さんが妊娠した事を必死
に守ったお母さんがいます。9 月初旬の予定日だった
ので、早めに慈恵病院に入院してもらって、おなかが
大きくなる事で偏見、いじめに遭う。そういうのを恐
れて、弟はおばあちゃんの家に預けて、とにかく守っ
てくださった。そして無事に出産して、中学３年生の
女の子は育てたいという気持ちになりました。「育て
たい、田尻さん、私、育てたい！」と言っていたんで
すが、最後に「じゃあ、あなた、高校はどうするの」
とやり取りをする中で、「ああ、やっぱり私、高校も
行きたい。育てられない」ということになって、特別
養子を選び、春には高校生活をスタートさせました。
　そういう予期せぬ妊娠をした中学生から、その後い
ろいろなお手紙をいただくのですが、私が一番うれし
かったのはこういう手紙です。「コロナ禍でなかなか
就職活動もできなかったけれど、今はとても幸せで充
実した毎日を送っています」と。
　こういう手紙が届くことが、私は一番幸せだなと思
う時です。予期せぬ妊娠を、喜びの出産に変えること
ができる。それは妊娠中から相談を受け、ソーシャル
ワークをすること。そして祈ることです。予期せぬ妊

娠をして出産した女性と、「あなたが生んだ赤ちゃん
が幸せになること、そしてあなたがこれから社会人と
して胸を張って生きていこうね」ということをともに
祈ることが重要です。ただ言葉だけでは駄目だと私は
思います。
　正月には年賀状がたくさん送られてきます。これを
見るときに、相談してくれたお嬢さんの顔、そして成
長した子供の顔、双方幸せになっています。よかった
なという気持ちでいっぱいです。

◆ルーツを探る旅：真実告知
　最近は真実告知、ルーツを辿る旅に来てくれます。

（対応事例について動画上映）
　一つの事例、山下ジュン君 ( 仮名 )9 歳です。謎解
きの旅に来てくれました。五感をもって親はサポート
をするだけ、乗り越えるのは本人。預けられた児、相
談で救われた児が成長しています。
　2014 年日本財団で社会貢献事業の表彰を受けまし
た。ゆりかごを開設に関わらせて頂き、本当に光栄に
思っています。

参考文献
田尻由貴子（2016）『はい　赤ちゃん相談室田尻です』
ミネルヴァ書房
田尻由貴子（2017）『赤ちゃんポストはそれでも必要
です』ミネルヴァ書房

講演 2. こうのとりのゆりかごから始まった第
二の人生／宮津航一

宮津　皆さん、こんにちは。熊本から来ました、こう
のとりのゆりかご当事者の宮津航一です。現在、熊本
県立大学の 3 年ですが、こういう場に立つと初対面の
方からは 30 代、40 代とよく言われます（笑）。今か
らこうのとりのゆりかごの当事者として、こうのとり
のゆりかごから始まる第 2 の人生ということで、お話
しさせていただきます。

◆生い立ち
　2003 年生まれで、生後 5 カ月のときに産みの母を
交通事故で亡くしています。2007 年 5 月 10 日、ゆり
かご開設初日に 3 歳で預けられました。同じ年に里親
の両親に引き取られ、高校 2 年のころに普通養子縁組
を行い、高校 3 年生で子ども食堂を立ち上げ、高校卒
業、大学入学を機に全国で初めて実名でゆりかごの当
事者であることを公表して、現在、当事者活動に取り
組ませていただいています。今は「子ども大学くまも
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と」を田尻さんと一緒に立ち上げた活動がありますの
で、後から説明します。現在、当事者活動の傍ら、様々
な活動に取り組ませていただいています。
　ゆりかごについては、開設の思いから田尻さんがお
話をしましたので、私の話に早速入りたいと思いま
す。ゆりかごに 3 歳で預けられたのですが、よく当
時の記憶が残っているんじゃないかと聞かれるんです
ね。しかし今覚えているのはゆりかごの扉の絵 1 枚だ
けです。今は新しく変わりましたけれども、この扉の
絵だけは写真で切り取ったかのように、自分の頭の中
にはっきりと覚えているものがあります。自分とこの
ゆりかごの扉の先にあったもの、、一緒に預けられた
のは服と靴だけです。自分がちょこんとこのゆりかご
に座っていて、服と靴だけが置いてあったと聞かされ
ています。
　私の場合は服と靴しかなく身元が分からなかったの
で、熊本市のほうに籍を置いて、それから単独の戸籍
を作ってもらい、宮津航一の「航一」という名前も実
は本籍名ではなくて、一人戸籍で幸山熊本市長が付け
てくださった名前です。それから里親家庭に引き取ら
れて、本当に優しい両親に恵まれたなと思っています。
　両親ともに里親をやっていまして、ファミリーホー
ムという形で子どもを最大 6 人お預かりできるという
ことで、今も 6 人の子どもたちと一緒に生活していま
す。もともと両親がボランティア活動とか、特に非行
少年の自立支援とかをやっていて、そういう中でホー
ムレスの子どもたちを 4 年間育てた経験があるんです
ね。だから、宮津さん、里親になりませんかと児相か
ら話をもらって、最初に里子として打診があったのが
私と。
　両親は僕以外に、これまで 30 人以上の子どもたち
を里親として養育しています。両親には男の子ばかり
実子が 5 人いましてそれぞれいろいろな職に就いてい
ますけれども、、私は 6 番目ということで、5 人の兄
と 2 人の親が一気にできる。本当に恵まれた人生だな
と思っています。
　これは幼少期の写真ですね。皆さんから見て一番左
ですね。誕生日ケーキが見えると思います。たぶんお
店で見る誕生日ケーキとは少し不格好というか、きれ
いな形ではないですけれども、毎年父が手作りでケー
キを作ってくれて、あれは僕一人しか写ってませんけ
れども、本当は先ほど見せた家族がいて、口を大きく
僕が開けて喜んでいる姿が見てとれると思いますが、
先ほどプロフィールで言ったように、早くして母を亡
くしていますので、大家族でみんなで誕生日を祝って
もらったのはたぶんこの 4 歳のときの誕生日が初めて
なのかなと。そういう喜びも見られる写真です。
　あとは 3 人だけ写っていますが、わが家では血のつ

ながりはないけれども絆を大切にしようと、毎年家族
が絆づくり旅行ということで県内各地に出かけて、一
緒にいろいろな思い出を作って、絆を深めて家族に
なっていったんじゃないかなと思います。こういう楽
しい幸せな日々がある一方で、記憶には残っていませ
んが、いつも 3 本指をくわえていました。どういう
ときに指をしゃぶっていたかというと、夜一人になっ
たときとか。これも一人になっているところを誰かが
撮った写真です。そういうとき、寂しさを感じたとき
に指をしゃぶっていたと両親から聞いて、両親や周り
の家族に大切に育ててもらって、僕が最初にうちに来
たときに、父が兄たちに僕を「1 日 3 回は抱っこしよ
う」、「1 日 3 回抱っこしてやってくれ」という形でい
ろいろなスキンシップをとったり、そういう中で少し
ずつ自分の寂しさや不安もなくなって、指しゃぶりも
なくなって、今のようになっているところです。
　先ほどお話ししたように、ゆりかごに預けられたと
きに服と靴しかなかったということで、それ以外の自
分の身元を表す物がなかったんですね。なので、名前
が分からなかったり、もちろん生まれたときの写真と
か由来とか、そういうものもない中で一時期過ごしま
した。
　小学校のときに生い立ちを振り返る授業で、写真が
なかったので、一番上の兄の写真を使わせてもらった
り、中身も想像して作ったり、誕生日もこれは 11 月
3 日と書かれています。実は僕の誕生日は 11 月 5 日で、
後から分かったんですけれども、それまでは誕生日が
分からなくて、誕生日も推定で 11 月 3 日、文化の日
が誕生日でした。その後、11 月 5 日に誕生日が変わっ
たので、たぶん書き換えた後がちょっと残っているの
かなと思いますが、当時はそういうのもありました。

◆出自が分からないということ
　その後、自分の場合は出自が分かりまして、母が亡
くなっていたり、誰が預けたか、どこに母の眠ってい
る墓があるとか、そういうのが分かりました。分かっ
た年の夏に、父と一緒にふるさとを訪ねる旅というこ
とで、一緒に歩いて出かけました。私の場合は母が眠っ
ている墓、その出生地のほうに行っていろいろ回った
記憶があります。パズルのピースを映していますけれ
ども、自分の場合は 3 年間、ゆりかごに預けられるま
での 3 年間の記憶というのは残っていないんですね。
　よくあるのは、心にぽっかり穴が開いた感じに捉え
られることです。人によって違いますけれども、私の
場合はぽっかり穴が開いているというよりは、パズ
ルの 1 ピースが欠けている感じです。このパズルの 1

ピースを一緒に父とふるさとを訪ねる旅でいろいろな
ところを見て歩く中で、同じピースは見つからなかっ
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たんですね。殆ど情報というものは分からなかった。
一緒に回ったり、近くの人に話を聞きに行ったりしま
したが、殆ど分からなかった。でも自分の足で歩いて、
目で見て、耳で聞くことで、少しずつ心が埋まったよ
うな感覚があったなと思っています。
　このとき、父が母の墓前で「航一くんは、僕たちが
一生面倒をみますから」と、僕の目の前で言ってくれ
たことが僕の中ではとても心に残っていて、血のつな
がりはないけれども、自分を本当の子として里親の両
親が見てくれているんだと。そういう熱い思いをもっ
ているんだというのを肌で感じた瞬間でした。
　生い立ちが全部、自分の場合は分かっていません。
でもこの後に分かったこともあって、出自が分からな
かったときはやはり寂しさとか、自分はどうだったん
だろう、自分はどういう生き方をしてきたんだろうと
いろいろ考えることもありましたが、まずは両親が自
分の生い立ちを探すときに寄り添ってくれたことが本
当に大きかったなと。だから、自分も一緒にこのお墓
に行きたいというのをすんなり言えたし、一緒につい
て行ってくれたと。
　両親は相当な思いがあったというのは、後から聞か
されました。単に「航一が知りたいから行こう」とい
う楽観的な気持ちではなくて、もし実際に出生地に
行って親戚だったり、ルーツが見つかって引き取りた
いといったときに、向こうが親権が強いからそっちに
行かないといけないかもしれない。今まで自分が大切
に育てた僕がそっち側に行くのが本当は望ましいけれ
ども、やはり嫌だなという思いなどもあった。でも僕
が知りたいのであれば、彼のために行かせてあげよう
ということで連れて行ったんだよと、僕が生い立ちを
公表した後ぐらいに聞かされて、両親も覚悟の上で連
れて行ってくれたんだなと、そのときに感じました。
　なぜ自分がこうして生い立ちを公表して、皆さんの
前でお話ができているかというと、今お話しした事実
ですね。真実告知を受けていたからということです。
生い立ちをしっかりと両親から教えてもらっていた。
それは単に事実を、ゆりかごに預けられたんだよ、里
親ができたんだよという事実だけを伝えるのではなく
て、それを点で伝えるのではなくて、その点を線にし
てしっかりと僕が前向きに捉えられるように伝えてく
れたと。どういう背景でゆりかごに預けたかは分から
ないけれども、きっと僕のことが大切だったからゆり
かごに預けに来て、ゆりかごに預けたからこそ僕は救
われて、今の里親の両親の下に迎えることができたん
だよ。そして今の生活があるんだよと、僕がプラスに
捉えられるように。
　でも、これは決して嘘ではないです。嘘ではないけ
れども、僕がプラスに捉えられるように両親はその年

齢に応じて話をしてくれた。先ほど言ったように、僕
がゆりかごの扉の絵だけを覚えていたので、熊本では
毎年 5 月 10 日になると、ゆりかごの放送が必ずされ
るんですね。そういう報道を見て、僕が「ここに行っ
たことがある」と両親に言ったみたいで、そのときに
父は、この子は覚えているから、嘘をついたらいつか
ばれると。
　だから、もう正直に分かる範囲で伝えていこうとい
うことで、そんな改まって話をするのではなくて、僕
がふと疑問に思ったり質問したり、ゆりかごの特集が
組まれたとか、そういうときに必要に応じて、両親が
ずっと僕に分かる範囲で落とし込んで話をしてくれま
した。

◆真実告知とは何か
　田尻看護部長がお話しされましたけれども、預かる
背景にはいろいろあります。中には予期せぬ妊娠があ
る。果たしてこれを子どもたちに伝えるべきか。ゆり
かごの生い立ちを伝えるとなると、そこも含めて子ど
もたちに伝える必要があるのではないかという見方を
よくされます。
　でも、私はそこは必要ないというか、子どもに絶対
伝えなければいけないものではないんじゃないかと
思っています。子どもがどうしても奥深くまで知りた
いというのであれば、伝えるべきだと思いますが、子
どもが一番求めているものは自分のことだと思うんで
すね。自分のこれまでの歩み、自分の生い立ち、その
プラスアルファとして周りのこと、親のことだと思う
んですね。
　僕の場合は特に自分のことが分からない 3 年間の
ブランクがあったので、自分のことに対する思いが強
かったんだと思います。生後まもなくして預けられた
子どもたちも、自分のことはなかなか情報的にないか
もしれない。大事なことは、結局はその子本人の人生
ですから、その子の内容、その子の人生をしっかりと
満たしてあげないことには、いくら親のことを満たし
ても、やはり本人の人格形成というかライフワークに
はつながらないだろうなと。
　そういう意味で、よく出自情報、生い立ちの何を子
どもたちに伝えるかとなると、すぐ親の情報にいくけ
れども、そこだけではなくて、その前に本当は子ども
の情報があって、そこをしっかり満たした上で、親の
ことも可能な限り見つけて、探していくことが望まし
いのではないかと思います。
　予期せぬ妊娠は子の情報か親の情報かと考えれば、
それは親の情報です。親がどういう経緯を経てその子
を生んだかであって、子どもは生まれてからが自分の
生い立ちです。なので私は隠すというわけではなくて、
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子どもに必要のないことというよりも伝える必要がな
いものだと思うんですね。それをわざわざ土俵に上げ
て、こういう事実があるからゆりかごの子には出自を
あまり伝えないほうがいいのではないか、そういう論
点を言う人もいますが、そこははっきり分けて考えな
いと、そういう情報があるから子どもに伝えなくても
いいというと、子どもは知らないわけです。
　実際にゆりかごに預けられた子どもたちの中で、ゆ
りかごに預けられたと子どもに告知している割合は
18％、179 人の子どもたちが預けられる中で、2 割の
子どもたちしか自分がゆりかごに預けられていること
を知らない。残りの 8 割は知らないんですね。これは
時期とかにもよるので、2 割がいけないとか断言はで
きませんが、8 割の子が知らない。そうすると、いく
ら出自情報を守ろう、担保しようと、内密出産とか、
慈恵病院が情報を管理しているけれども、結局は養親
さんが子どもに生い立ちを告知をしなければ、その子
が生い立ちにたどり着くことはできない。いくら情報
を持っていても、いくら慈恵病院や行政が情報を集め
ても、その子がアクセスできない。アクセスできない
というよりも、知らないからアクセスできない。
　なので、私は生い立ちを伝えることは必要だろうと
思っています。いろいろな伝え方があります。ライフ
ストーリーブックで絵本みたいな形でやるのもいいで
しょうし、写真を用いてやるのも一つの方法だと思い
ます。正解がないから養親さんは困っているんですね。
いつ伝えればいいのかも分からない。子どもの特性に
よっても捉え方が違うから難しい。
　でも、そこには児相とかいろいろな支援機関とかが
関わって、ただそこで養親さん任せになるのではなく、
教職課程の人がもし教員になれば先生などもそれに携
わっていかなければいけないところかなと思います。
私も実際に生い立ちを振り返る授業のとき、先ほど写
真がなかったと言いました。このときに学校の先生は
知っていたんですね。だから先生が持ち帰っていいよ、
家でやってきてごらんと言って、僕の場合は家で、他
の子も家に持って帰ったんですけど、家で家族と話し
合って作って持ってくるみたいな、そういう配慮も学
校の先生にしてもらった記憶があります。
　私が伝えたいことの一つに、出自が分からないこと
も出自と。生い立ちが分からない子はゆりかごに預け
た子の 3 割近く、30 人いるというふうに聞いていま
すが、分からないから伝えないというのは、私は駄目
だと思うんですね。先ほど言ったように、いくら情報
を残していても分からないから伝えなければ、アクセ
スもできないし、探すこともできない。でも分からな
いということを伝えていれば、その子はその情報を受
け取って、自分で探そうと思えば行くことができるん

です。
　私の場合も、幼少期の最初は全く分からなかった。
でも、分からないということも両親から伝え聞いてい
たから、実際に母が亡くなっていたことだったり、母
の場所が分かったときも、ああ、分かったという喜び
のほうが大きかったし、「じゃあ、一緒にお父さんを
探しに行こう」と言って探しに行くことができた。な
ので、分からないからと言って伝えなかったらゼロな
んですね。でも、分からないことを伝えれば、それは
決してゼロではなくて、0.1、0.2、次につながるもの
だと私は思っています。
　これは戸籍の全部事項証明書です。ふと気になって、
自分の戸籍とかを見に行こうと思って、実際に行った
んですね。いつもは紙で持ってきているんですけれど
も、スライドだけになりました。ここに養子とか、僕
の生まれた誕生日、後から名前変更の話をしますけれ
ども、養子縁組をしたことも書いてあります。養子縁
組とか特別養子縁組をすれば、こうやって戸籍に残り
ます。養子縁組の場合は、こういうふうに養子縁組と
書かれます。特別養子縁組の場合は、民法 817 条の 2

ですかね。そういう形で特別養子縁組の条文がここに
載る形になります。
　この間、私はマイナンバーカードを持って、200 円
を持って、コンビニでこれを取ってきました。マイナ
ンバーカードが普及して、役所とか住民センターとか
に行かなくても、コンビニでこれが取れるようになっ
たんですね。何を意味しているかというと、ゆりかご
の子だったり、そういう出自が分からない子どもたち
も自分のマイナンバーカードを持って、200 円持って
いて、パスワードが分かれば自分でこれを取れるとい
うことです。
　それがいつ取れるかは分かりませんよ。例えば就職
するとか、大学進学、高校進学するときにやはり必要
になってくると思います。そういう取ったときに養子
縁組と書いてある。民法 817 条の 2、これは何だ。特
別養子縁組だと知ったときに、それをもともと両親か
ら聞いているのか、それとも自分がこの紙を見たとき
に、これ何だと思って、そこから調べて現実を知るの
とでは全く、大きな違いがあるんです。たったこの紙
1枚ですよ。でも、この1枚に入っている情報量の現実、
重みというのがやはり大きいんだなと、私はこれを見
たときに思いました。
　なので、やはり子どもたちにはしっかり告知するべ
きだし、例えば親がずっと隠しきっても、自分の親戚
や周りの人がポロッと言ったりする場合もあります。
そういうときが一番最悪なケースというか。親は隠し
ているから親には相談できない。探そうと思っても、
自分一人でしか探せなくなる。親に相談できなくなる。
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だから、養親さんがまずはしっかりと告知をする。そ
れを学校の先生もそうだし、幼稚園の先生もそうだし、
社会みんながサポートしていく。何かあったときに、
その子どもたちが思いを吐ける場所、つながりを作っ
ておくことが必要なんだろうと思います。
　
◆家族とは何か
　2020 年、4 年前のクリスマスに戸籍上の親子になっ
て養子縁組をしました。繰り返しますが、うちの場合
は血のつながりはない家族です。これを前提に、家族
とはということで一つ、エピソードをお話しします。
　小学校の中学年ですかね。登校班の中に一人はハン
ディを抱えた子、もう一人は体格のいい子で一緒に
帰っていたら、その体格のいい子がハンディを抱えて
いる子にランドセルを持たせるんです。僕はその状況
が嫌だったので父に相談したら、「男なら闘ってこい。
人生には一度や二度、闘うことがある」と格好よく言
われて、何の答えにもなっていませんけれども、どう
闘おうかなと思いながら、また同じようなことがあっ
たときに「もうお前と一緒に帰らん」と言って、別々
に帰ったことがあったんですね。
　その後、向こうの親御さんから電話がかかってき
て、1 本目は僕が取ったみたいで、2 本目を母が取っ
て。向こうの母は僕からいじめられたと子どもから受
けて、自分の子を守ろうとして「航一くんがいじめた」
とたぶん言ってきて、こっちはちゃんと知っているか
ら、母親は「そうじゃない、そうじゃない」と言って、
お互いに平行線のままやりとりをしているときに、向
こうのお母さんが、「航一くんは親がおらんけん、そ
ういうことするんでしょ」とポロッと言われたんです。
それに、うちの本当に優しい母が、僕の目の前である
にもかかわらず涙を流して怒って、「うちの子はそん
な子じゃありません」と言って電話をガチャンと切っ
たんです。それが僕の中ではとても印象深く残ってい
て。
　そのお母さんも悪気があって言ったんじゃないんで
すね。つい自分の子どもを守ろうと思って、そのとき
にそういう偏見もあるんだなというのを感じました
が、そのお母さんの悪口を言いたいわけではなくて、
自分が言いたいのは、これは父が教えてくれた言葉
ですけれども、「家族とは血がつながっているという
ことではなくて、『最後まで味方』でいるのが家族だ。
何があっても『最後まで味方』でいるのが家族だ」と、
このときに父に教えてもらって、両親もそれを自分に
体現してくれたなと感じました。
　皆さんも「家族とは」ということをぜひこの機会に
考えてもらって、自分にとって家族とはどういうもの
か。よく家族＝血縁、血のつながりと見られがちです。

それも一つの家族の形ですが、いろいろ多様な家族の
あり方がある中で、私は里親家庭で育ってきて、血の
つながりはないけれども家族の絆と、最後まで味方で
いる存在がいてくれたことは本当によかったなと思い
ます。ぜひ今日ここに来ている皆さんも、あらためて
自分の家族とはというのを振り返って、考えてもらえ
ればいいなと思います。

◆熊本でも開いた子ども大学
　「子ども大学」を聞いたことはありますか。東京の
国立に「子ども大学くにたち」というのがあります。
児童が学生となって、大学の教室、講堂で、小学 4、5、
6 年生を集めて、専門家とかその道で活躍されている
人の話を聞くという教育プロジェクトで、ゆりかごと
同じくドイツ発祥です。2002 年発祥で、そこからヨー
ロッパ中に広まって、日本では埼玉の川越で最初にで
きています。
　ここに携わっていたのが、池上彰さんです。『世界
一受けたい授業』とかをやっていますが、池上彰さん
が「くにたち」の理事長を務めている稲葉先生と友人
で、ぜひ国立に広めてほしいというところから 2019

年、ちょうどコロナが始まる少し前にできて、SDGs

を基軸にやっています。
　なぜ「くにたち」が熊本にきたかというと、講演資
料の後ろに載せていますが、田尻さんが著書を 2 冊出
しています。これに関わったのが編集者の稲葉茂勝さ
んで、そのご縁でずっと田尻さんとはつながりがあっ
て、「熊本でもやってみないか」と声かけがあった。
そこから「航一君、一緒にやらないか」と僕に振られ
てからの経緯で、昨年 10 月に「子ども大学くまもと」
を私と田尻さんが発起人となって立ち上げました。
　先ほど、自分の生い立ちは話しました。大変な思い
をした子だとか、かわいそうな子だと見られることが
あるんですね。全く自分はそういう感覚はなくて、逆
に他の人とは違う経験ができたし、先ほど見せたよう
に優しい家庭に引きとられて、いろいろな人に恵まれ
て、機会に恵まれて、こうして皆さんの前でお話しし
ているわけです。
　今、子ども食堂もやっている中で感じるのが、外見
では分からない、内面的な心が十分に満たされていな
い子どもたちが多いなと。それは何かというと機会と
か、人とのつながりというものが薄れているな、欠け
ているなと感じています。一つでも二つでも子どもた
ちに夢とか希望とか、人の話を聞いて可能性とか視野
を広げる機会を、こういう人がいるんだ、こういう生
き方があるんだというのをぜひ感じてもらいたい。
　特に、「くまもと」ではふるさと学、生き方学、一
番大事なのが「くまもと版」として、いのち学です。
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私が理事長で、田尻看護部長が学長で、この二人で立
ち上げたからには、やはり私たちが経験したこと、思
いを、いのち学として子どもたちに愛を育み、命を大
切にする心を育てるために伝え続けることが必要だよ
ねと、そういう思いです。全部の子ども大学がこれを
やっているわけではありません。それぞれが特色ある
活動をやっていますが、「くまもと」はこの三つの柱
を基軸に、子どもたちに講義を展開していこうという
ことです。
　1 回目は紺野美沙子さんに熊本に来ていただいて、
3 月に開催しました。つい 7 月 1 日に記者会見を二人
でして発表した 2 回目が、私と学長でいのち学という
ことで、まさに子どもたちに今日お話ししている内容
だったり、小学 4、5、6 年生が対象なんですね。純粋
な時期というか、そのときに子どもたちにいろいろな
人の話を聞いてもらって、素直に感じてもらって、そ
れを子どもだけでなく、親子で聞いてもらう。そうし
たら親・保護者の考え方・感じ方と、子どもの感じ方
が違うと思うんですね。それをぜひ家庭に持ち帰って、
家庭での対話の機会にしてもらいたい。家庭での会話
が希薄化している中で、ぜひとも親子で学んでいただ
きたい。8 月 17 日に開催するということで、今、学
長と熊本で走り回っている状況です。

◆切り開く活動のこれから
　ゆりかごの当事者というところに戻りまして、なぜ
生い立ちを公表したかというと、まずはゆりかごへの
感謝の思いです。ゆりかごがあったおかげで、自分は
救われたと思っています。産みの母が亡くなって、親
族が僕を預けてくれたわけですけれども、どこに預け
るかによっては僕の人生は大きく変わっていたし、そ
もそも生きているかどうかも分からないわけですよ
ね。そういう中で、ゆりかごにしっかりと命を託して、
僕の将来を託してくれたことで、今こうして皆さんの
前でお話しすることができています。
　預けられた子どもたちへのメッセージがあります。
179 人がこれまで私を含めて預けられています。今の
ところ、実名で顔を出して公表しているのは私だけで
す。全員とつながっているかというと、そういうわけ
ではないですね。それぞれ全国各地にそういう子ども
たち、ご家庭が広がっている中で、自分がこうして表
に出ることで同じ仲間がいる、当事者がいると少しで
も子どもたちとか養親さんに伝わればいいなという思
いがあって、生い立ちを公表しました。
　これまでの「15 年」と、これからの「15 年」とい
うことで、ちょうどその真ん中の年に公表しましたが、
これまではやはり周りの大人が語ってきた 15 年だっ
たんですね。ゆりかごに預けられた子どもたちが語る

機会は、ほとんどなかった。
　小学 4 年ぐらいから匿名で僕も生い立ちを公表して
きたんですが、やはり預けられた子どもたちの声が必
要だろうというので、そろそろ公表しないといけない
と思って、高校卒業を機に公表しました。これは動画
でも上がっているので、詳しく見たい方はぜひ見てい
ただければと思います。
　これから当事者として何をしたいかというと、先ほ
どの生い立ち、真実告知ですね。子どもたちにどう生
い立ちを伝えていくか。いつ伝えるか。いろいろな課
題があって、養親さん、ゆりかごに預けられた子を育
てている方々も本当に悩まれています。そういう見過
ごしてはいけない課題を。ゆりかごに預けて終わりか
というとそうではなくて、子どもたちはそこから先も
今、いろいろなところで生活して生きているわけで
す。そういう子どもたちにもっとやはり焦点を当てて
関わっていかないといけない。
　ゆりかごは必要か不必要かずっと議論されています
が、僕はもうその次元ではないと思っています。それ
を言っていても変わらないんですね。不必要なのであ
ればどういうところが不必要なのか。相談が必要だっ
たり、予期せぬ妊娠にならないために性教育が必要
だったり、そういうところを私たちがしっかりと課題
を見つけていって、自分たちにはどういうことができ
るんだというのをやっていかないと、必要か不必要か
と言ったってゆりかごを求める人もいるわけだし、そ
こにニーズがあるわけです。そういうのを発信してい
かないといけない。
　あとは、預けられた子どもたちのネットワークをや
はり作っていかないと、預けられた子どもたちだから
こそ抱えている課題だったり、養親さんが抱えている
課題をしっかりと吸い上げて、社会に発信していく、
一緒にピアサポートをやっていくことが必要だろうと
思っています。
　生い立ちを公表してからこれまでに 50 回近く講演
しましたが、いろいろな感想をいただいています。そ
の中で一番印象に残っている言葉を映したいと思いま
す。本当にこの言葉を感想でもらったとき、自分の活
動が評価されているようにも感じたし、これから先、
こんな生き方をしていかないといけないなと感じまし
た。
　「麦の穂の中を切り開くように、先頭を歩く者は、
その穂先で体や目がチクチクする。しかし、そうやっ
て踏みしめられた跡に続いて歩く人々は楽に進める」。
ゆりかごもそうだと思うんですね。いろいろな現状と
か課題、なかなか映し出せなかった部分をゆりかごが
できたことで社会に映し出して、いろいろな批判があ
る中でも 17 年間続いて。楽になったというか、その
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後がまだできていませんけれども、ゆりかごが 17 年
あるおかげで、まだ皆さんの頭の中に残って議論され
ている。
　蓮田太二院長先生、田尻看護部長、今は蓮田健先生
と慈恵病院の皆さんが、いろいろな意見がある中でも
ゆりかごをずっと 17 年間意志を貫いてやっています。
　私も当事者として 2 年前に生い立ちを公表して、や
はりいろいろなことを言われます。Yahoo! ニュース
になれば、いろいろ言われる。でも、それは僕のため
に発信しているのではなくて、ゆくゆくは他の当事者、
預けられた子どもたちが声を上げやすいように、声を
しっかりと話せるように、僕がそういう道を先頭に
立って作っていく必要があるのではないか。この言葉
のとおり、そういう子どもたちのために、やはり自分
が果たせる役割をやっていかないといけないなと思っ
ています。
　最後に自分の好きな言葉を、いつも贈る言葉を言っ
て終わろうと思います。「置かれた場所で咲きなさい」
という言葉が自分はとても好きで、心の支えになって
いる言葉でもあります。やはり皆さんと置かれている
場所、環境は違います。私は私なりに自分の置かれた
場所で、今、花を咲かせられているかは分かりません
けれども、一生懸命頑張っています。ここにいる皆さ
んもそれぞれ、これまでも花を咲かせて、またはこれ
から咲かせるように努力してきていると思うんです
ね。
　立場は違うけれども、決してこれはゆりかごの子だ
けではなくて、今回のテーマ「みんなで子どもを育て
る社会」ということで、子どもたちがどうやったら幸
せに暮らしていけるかというのは、田尻さんから愛の
講演がありました。そして私の話をさせてもらったの
で、その話を受け取って、自分にできること、自分が
今置かれた環境で何ができるかを少しでも考える機会
になれば、今日東京に暑い思いをして来たかいがあっ
たかなと思います。ご清聴ありがとうございました。
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